
 

 

 
 
 
＜中学校武道必修化の経緯＞ 

 
 
               

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）県内公立中学校の柔剣道場の設置状況 

 

平成 25年度学校体育施設設置状況調査（平成 25年５月１日時点） 

(a) (b) (c) (d) (a+b+c+d) (a+b) (a+c)

東信 33 15（45.5％） 8 4 27（81.8％） 23（69.7％） 19（57.6％） 7

北信 49 32（65.3％） 0 2 34（69.4％） 32（65.3％） 34（69.4％） 2

中信 53 20（37.7％） 0 1 21（39.6％） 20（37.7％） 21（39.6％） 5

南信 52 15（28.8％） 1 0 1
（弓道場）

17（32.7％） 16（30.8％） 15（28.8％） 6

計 187 82（43.3％） 9 7 1 99（51.9％） 91（48.1％） 89（47.1％） 20
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・ 「武道については、その学習を通じて我が国固有の伝統と文化に、より一層触れる

ことができるよう指導の在り方を改善」することが示される。 

平成 20年 3月 28 日 小・中学校学習指導要領改訂の告示 

 

平成 18年 12 月 教育基本法の改訂 

平成 24年度から完全実施 

 

平成 20年 1月 17 日 中央教育審議会「答申」 

教育の目標（第２条）「伝統と文化を尊重し、それらをはぐくんできた我が国と郷土を

愛するとともに、他国を尊重し、国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと」 

○ 中学校１年・２年でこれまで選択必修であった武道とダンスを含めすべての領域を

必修とし、３年から領域選択を開始する。 
・ 武道の学習を通じて、我が国固有の伝統と文化に、より一層触れることができるよ

うにする。 

中学校における武道必修化について 
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